
農業用水路の非破壊画像撮影システム
レーザー・CCDラインカメラによる壁面画像連続撮影システム

システムの特徴
１. 農業用水路の変状を連続的かつ高精度にデ

ジタル画像として記録・保存し，パソコン
上で閲覧することが可能です。このため，
変状の見落としがありません。

２. 水路トンネルでは光源が不要なレーザー光
による方法，開水路ではカラー画像で撮影
可能なCCDラインカメラによる方法を開
発しました。

３. 装置をパーツ化，軽量化し，水路トンネル
では直径1.3m以上，開水路では幅1.0m程
度以上で計測可能です。

４. 計測速度は1.0km/hrと，目視調査と比較
して効率的で，短い断水時間内に対応が可
能です。

5. 壁面状態が良好な場合，0.2mm幅以上の
ひび割れが検出できます。

6. 覆工背面の地中レーダーによる空洞分布の
計測および地山強度の計測から，水路トン
ネルの構造安定性評価が可能です。

7. 水路の断面形状をレーザー変位計で計測す
ることが可能です。

農業用水路非破壊画像撮影システム

“農業用水路非破壊画像撮影システム”
は，総延長45,000kmにもおよぶ基幹的な
農業用水路を対象として，躯体に発生して
いるひび割れなどの変状を高解像度デジタ
ル画像として記録する調査システムです。

近年，農業水利施設ストックの機能診断
が行われていますが，本技術は，農業用水
路を対象とした効率的な調査およびデータ
のカルテ化を目指して，農村工学研究所，
日本工営（株），（株）ウォールナット，
コマツエンジニアリング（株）が共同研究
を行い，開発しました。 非破壊画像撮影システム

レーザー光による画像撮影 CCDラインカメラ

レーザー光による水路トンネル壁面の画像
0.2mm幅以上のひび割れが検出可能
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水路トンネル調査結果の一例

電磁波レーダによる覆工厚および地山空洞の確認

ひび割れ

覆工背面の空洞
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目視調査との比較

電磁波レーダ

遊離石灰

調査方法 調査効率※1） 調査費用

壁面連続画像撮影システム
計測時1km/hr

2km/日
215万円/2.0km ※2）

315万円/2.0km ※3）

目視調査 400m／日・パーティ 225万円/2.0km ※3）, 4）

※1） 平成17年度実績に基づく
※2） 画像出力まで（変状展開図は作成しない）
※3） CADによる展開図作成までを含む
※4） 調査対象水路トンネルの径は2.5m以下を想定

レーザー光による壁面連続画像

地山貫入試験
H鋼

覆工厚

-500

0

500

1000

1500

2000

2500

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

4
5
0

5
0
0

5
5
0

6
0
0

6
5
0

7
0
0

覆工天端表面からの距離（mm)

貫
入
力
（
N
)

地点1-2

地点1-3

風化・未風化の境界不明瞭
覆工厚
（平均）

空洞高
（平均） 地山

覆工天端表面

地山貫入抵抗力


